
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  副部会長より部会員のみなさまへ   

  

皆様こんにちは。副部会長を仰せつかりました渋川支部の佐藤宏でございます。 

早いもので本年度も半年が経過し、右も左もわからないまま、ただ慌しく時間だけ

が過ぎ去ってしまいました。この間に絵画コンクール、トラックの森づくり、全体研

修交流会にホリデーインまえばしなど、多くの事業が部会員のご協力により成功裏

に終わることができました。この場をお借りして厚く御礼申し上げます。 

今年度から総務委員会を担当させていただいており、これからチャリティゴルフ

コンペ、社会貢献事業などを委員会メンバーとともに企画させていただきます。昨

年、計画はしたものの実現できなかった東日本大震災被災地復興支援活動も１１月１５日、１６日の２日

間予定しております。大変お忙しいと思いますが、お時間の許す部会員は是非ご参加をお願いいたします。 

このような事業を通じて部会員相互の交流ができ、何でも話し合える仲間づくりの場にできるよう精一

杯務めさせていただきますのでご協力をお願いいたします。         （副部会長 佐藤 宏） 

 

 

 

  総務委員長より部会員のみなさまへ   

  

総務委員長を務めさせていただいております沼田支部幹事の髙橋利光です。今年

度から初めて総務委員会を受け持つ運びとなり、今後は皆様にご協力をいただきな

がら頑張りたいと思います。 

当委員会は、各委員会の中でも最も少ない人数となる渋川、吾妻、沼田の三支部で

構成され運営しております。まず、交流事業の取り組みとしては、年に２回開催され

る全体研修交流会に、一人でも多くの部会員が出席していただけるよう試行錯誤しな

がら企画しています。また、今年で５回目となる青年部会チャリティゴルフでも、部

会員と楽しくプレーし、チャリティ基金に協力しながら親睦を深めたいと思いますので、全体研修交流会

とチャリティゴルフに積極的な参加をお願いいたします。 

次に社会貢献事業の取り組みとして、本年度は東日本大震災復興支援活動として現地でのボランティア

を再開します。夏季研修交流会で渋川支部が行ったボランティア活動の映像を上映したところ、とても好

評でこうした活動を行いたいという声が上がり、実施する運びとなりました。被災地では、震災発生から

３年半が経過した今も、まだまだ人の力が必要な場所が多数あり、被災地の皆様に貢献できる良い機会で

す。１１月１５日、１６日の２日間を予定しておりますので、ご協力いただける部会員は奮ってご参加下

さい。                                （総務委員長 髙橋利光） 
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  平成２６年度第１回・第２回青年経営者養成セミナーを開催  

 

 開催日    第１回  ８月６日(水) 

第２回  ９月２日(火) 

 場  所    群馬県トラック総合会館 

 参加者    第１回 部会員１８名 

第２回 部会員１５名 

 

本年度の青年経営者養成セミナーが、一昨年度より引き続き、

㈲アイム・リサーチワーク  代表取締役  木村哲也氏を講師に

お招きして８月から開催されています。 

第１回目は、ご自身の経験をもとに「経営者の心構え(経営者

として何をどのように考えておくべきか)」という内容で開催さ

れました。「経営者である前に、一人の人間として生き方を考え、

基本軸を形成し、経営者としての心構えとする。経営者の心の状

態が会社全体を動かす。」といった考え方を学び、経営管理の体

系、決断、目標管理、損益構造、組織と社員、経営リスク等とい

う、論理的思考をわかりやすく熱心にご説明いただきました。 

更に、日常的に社内で起こる事象を演習課題として取り上げ、

経営者や中間管理職、従業員のあるべき姿について、私たちが自

分で考える場面もありました。そのなかで、「人間は勉強や考えるだけでは、身につかない。」、「実際に行

動し、体験することで、知識や技術が習得される。」という言葉が、非常に印象的でした。 

第２回目は、「社員の意識改革の進め方とポイント（前向きな社員を育成するには）」として、管理職の

仕事の心構えから、叱り方、コミュニケーションの取り方、人事考課の必要性などを参考事例教えていた

だきました。そのなかで、特に「会社のビジョンを明確にして理解してもらう。」、「営業や顧客を知ること

で意識を変える。」、「目標管理制度を人材育成に活かす。」、以上の点について印象に残りました。 

当社でも、経営者から経営方針が掲げられ、それを部門毎にブレークダウンして行く仕組みがあるので、

今回の講義内容を、日々の業務に活かして行こうと思いました。 

なお、第３回は１０月７日(火)に、「損益の構造と計数管理(経営管理に必要な計数知識)」について、

第４回は１１月５日(水)に、「製造業に見る５Ｓ活動と運送業の関連」をテーマに開催されます。それぞ

れ１３時３０分より群馬県トラック総合会館にて開催しますので、是非興味のある部会員は奮ってご参加

ください。                               （安中支部 新井規之） 

 

 

 

  第１９回働くトラック絵画コンクール作品選考会を開催  

 

 開催日    ７月１８日(金) 

 場  所    群馬県トラック総合会館 

 参加者    部会員１４名（総勢１９名） 

 

青年部会では、トラック業界のイメージ向上と、次世代を

担う小学生たちにトラックをより身近に感じてもらい、また

興味・感心を持ってもらえるようにと考え、県内の小学生を



対象に「働くトラック絵画コンクール」を例年開催しております。 

平成８年から続いているこのコンクールも今年で１９回目となり

ました。今年は６０７点の作品が集まり、その中から最優秀１点、

選考委員特別賞５点、優秀賞２０点、入選３０点を、頭を悩ませな

がら選考しました。選考委員は、二紀会同人の柴崎様、(公社)前橋

青年会議所副理事長の小和瀬様、ホリデーインまえばし実行委員長

の山越様、群馬県トラック協会の石井専務理事様、和佐田常務理事

様をお迎えし、各支部幹事を交えて厳正なる審査を行い、５６点の

作品を選考しました。選考基準については、「子供らしさ」は勿論のこと、「交通安全」、「環境保全」、「被

災地応援」、「業界応援」のメッセージを込めた標語も審査の対象となっています。今回の受賞作品は「頑

張れ」というフレーズが多く見られ、最優秀作品においては、先行きの見えない厳しい状況の運送業界に

身をおく私たちへの熱いエールが込められているように思えました。 

全応募作品は、ホリデーインまえばしを皮切りに各支部行事等において展示しますので、お近くにお出

掛けの際には、是非お立ち寄りのうえご覧ください。           （広報委員長 滝澤将司） 

 

 

 

  平成２６年度夏季研修交流会を開催   

 

 開催日    ７月１９日(土) 

 場  所    太田ナウリゾートホテル 

 参加者    部会員４９名（総勢５７名） 

 

７月１９日(土)、平成２６年度夏季研修交流会が太田

ナウリゾートホテルにおいて開催されました。 

研修会の初めに佐藤稔也部会長より挨拶、新体制紹介

の後、各委員長より活動報告並びに事業の説明がありま

した。そのなかで渋川支部が行った東日本大震災復興支

援ボランティア活動を映像で観ていただき、風化しつつ

ある東日本大震災被災地復興支援活動について、もう一度考えていただく良い機会を設けられました。 

研修では、㈱エフエム群馬アナウンスセミナー講師の清水由美氏をお招きし、「マナーの基本・スキルア

ップセミナー」について講演いただき、対面のマナーについて外見、話し方、声で９割方その人の印象が

決まることや、名刺交換の方法、電話応対、クレーム処理などを参加型の実習で、居眠りすることなく楽

しく学ぶことが出来ました。 

交流会では、三浦会長、川島副会長、石井専務理事をお招きし、三浦会長からご挨拶をいただきました。

挨拶のなかで、県内事業者の重大事故が多発していることについて、「ここにいる青年部会員は直接現場で

指揮をとっている方が多く、各事業所において事故防止の徹底をお願いしたい。」とのお言葉をいただきま

した。挨拶後には、研修会から引き続き設けた東日本大震災被災地復興支援募金箱に会長自ら寄付いただ

く場面もあり、終始和やかな雰囲気のなか、川島副会長の乾杯をスタートに、部会員同士が積極的に歓談

している姿を拝見することができ、とても良い研修交流会であったと思います。 

今回は佐藤稔也部会長にバトンタッチして最初の全体研修交流会でありましたが、宣言唱和のなかに「協

力しあえる人間関係をつくる」とあります。この全体研修交流会が本気で付き合える仲間づくりの場の一

つであるよう、今後も部会長を中心に幹事の皆様と考えていきますので、次回の新春研修交流会では、よ

り多くの部会員のご参加をお願い申し上げます。               （副部会長 佐藤 宏） 



     
 

     
 

     
 

 

 

  第４０回ホリデーインまえばしで第１９回働くトラック絵画コンクール展示会・表彰式を開催   

 

 開催日    ８月２４日(日) 

 場  所    前橋市敷島公園 

 参加者    部会員４８名(総勢５８名) 

 

青年部会では、様々な団体が企画・運営し、次世代

を担う子供たちが色々な体験を通じて夏休みの思い

出をつくれる場として好評なホリデーインまえばし

に参加しました。 

 トラック協会ブースでは、アトラクションとして、

スマートボール・パターゴルフ・輪投げ・ヨーヨー釣

り・スタンプラリーを行い、景品として用意した４０

０個のプレゼントもあっという間に足りなくなるほ

ど大盛況となり、多くの親子にゲームを楽しんでい

ただきました。 

また、普段配送で使用しているトラックを絵画展示スペースとして設置し、絵画コンクールに応募され

た全作品６０７点を展示して来場者に見ていただきました。 

ブース外では、ホリデーインまえばしメインステージにおいて、「第１９回働くトラック絵画コンクール

受賞作品表彰式」を開催しました。本年度は受賞作品５６点の内、当日参加いただいた４０名の受賞者に



表彰状を贈呈しました。普段慣れないステージに上がり緊張気味だった子供たちが、壇上で佐藤稔也部会

長から表彰状を受け取ると、照れながらも嬉しそうな笑顔がこぼれていたのが印象的でした。 

当日は天候が崩れることなく例年に比べ過ごしやすいこともあり、多くの親子に参加していただけまし

た。ホリデーインまえばしは青年部会主要行事となっております。今年より来年を、来年より再来年がよ

り盛大に盛り上がれるように、幹事一同で企画していきたいと思います。まだ参加されたことがない部会

員の皆様は、ご家族と一緒に夏の思い出づくりにご参加ください。 

最後に、前日の準備や当日の運営にご参加いただいた部会員の皆様、大変お疲れ様でした。 

（広報委員長 滝澤将司） 

 

     
 

     
 

 

 

  前橋支部  第３０わんぱく相撲全国大会に参加   

 

 開催日  ８月３日(日) 

 場  所  両国国技館 

 参加者  部会員１４名（総勢４７名） 

 

前橋支部青年部会では、東京都・両国国技館

で開催された「第３０回わんぱく相撲全国大

会」の前橋チームの応援に、選手の家族、前橋

青年会議所、藤野支部長の応援団と共に参加し

てきました。 

予選会の前橋場所で優勝した３選手は、全国

より多くの小学生力士が参加する中、普段立つことのできない土俵の上で自分の持てる力を精一杯出し、

６年生が２回戦敗退、５年生がベスト３２、４年生が大健闘のベスト８「わんぱく小結」という結果を残

しました。 

今回も小学生の相撲とは思えないほどの名勝負が繰り広げられ、応援に参加した私たちも子供たちが一

生懸命相撲に取り組む姿に熱い声援を送りました。 

（前橋支部部会員 岡田邦広） 

 



  平成２６年度下半期活動スケジュール   

 

１０月  ７日(火) 平成２６年度第３回青年経営者養成セミナー 群馬県トラック総合会館 

１０月１９日(日) 第１１回群馬県トラックの森づくり事業 前橋市嶺公園内 

１１月  ２日(日) 第５回群馬県トラック協会青年部会チャリティゴルフコンペ 白水ゴルフ倶楽部 

１１月  ５日(水) 平成２６年度第４回青年経営者養成セミナー 群馬県トラック総合会館 

１１月  ６日(木)～１ヶ月間 第１９回働くトラック絵画コンクール受賞作品展示会 群馬県トラック総合会館 

１１月１５日(土)・１６日(日) 東日本大震災被災地復興支援ボランティア活動及び視察研修会 七ヶ浜町・南相馬市  他 

* 詳細につきましては、随時、青年部会ウェブページ（http://www.gta.or.jp/seinen/）に掲載しています。 

 

 

 

 

お勧めの一冊 ｢戦略思考トレーニング３:柔軟発想力｣ 鈴木貴博 著

 

日々の業務の中で思考がパターン化してしまうなと思った時、｢何か頭が固いなあ｣と言

われる人にお勧めの、戦略脳を柔らかくするトレーニングの本です。 

戦略思考トレーニング１、２とシリーズ本も出ていますが、この本は戦略思考の中でも、

特に柔らかな頭を作るためのトレーニングに重点を置いた本となっています。中身も｢外

国の常識は日本の非常識の章｣、｢発想をもう一段ジャンプする訓練の章｣など、変化がと

ても激しい現代において、今までの経験、常識では考えられないことに対しての柔軟かつ

迅速な処理・対処方法が見つけ出せる気がしてきます。 （桐生支部幹事 久保田俊雄） 

 

鈴木 貴博（すずき たかひろ）：愛知県出身の経営コンサルタント。東京大学工学部物理工学科を卒業の後、ボス 

トンコンサルティンググループに入社。ネットイヤーグループ取締役を経て現在は百年コンサルティング株式会 

社代表取締役。コンサルタント業の傍ら、執筆業にも力を入れている。主な著書に『がつん！力』『カーライル』 

『進化する企業のしくみ』『逆転戦略』がある。日経 BP 特集サイトに毎週『ビジネスを考える目』を連載中。 

 新規加入部会員募集  
 青年経営者等による先進的な事業取組に対する  

顕彰事業のご案内  

 

青年部会では新規部会員を随時募集しています。 

 

青年経営者のための研修事業や交流事業、社会貢献 

事業等の活動を展開していますので、青年部会に興味 

のある方は、事務局または青年部会幹事までお気軽に 

ご連絡下さい。 

 

みなさまのご参加をお待ちしています。 

 

事務局（永井・武井）℡027‐261‐0244 

 

 

(公社)全日本トラック協会では、都道府県トラック協会の青 

年組織に所属する経営者等が、先進的で創意工夫等のある取 

組により、他のものの模範となりえるような事業（①収益向 

上事業②安全対策事業③環境対策事業④社会貢献事業）に対 

して顕彰（１事業に対する顕彰金１００万円・申請された事 

業を審査のうえ５事業を決定）を６月２日から１０月３１日 

までの間、実施しています。 

 

詳細全ト協ホームページ 

http://www.jta.or.jp/seinen/jigyo_torikumi_kensho.html 



   

 
  

最優秀賞 6 年 遠山愛乃 特別賞  ２年  石井賢太郎 特別賞  ４年  蜂須賀輝 

  

 

特別賞  ５年  萩原奏乃 特別賞  ５年  山田愛華 特別賞  ５年  千吉良倖 

   

優秀賞  １年  京谷歩実乃 優秀賞  １年 小柴ゆう 優秀賞  １年  佐藤茉陽 

   
優秀賞  ２年  大塚珀空 優秀賞  ２年  坂庭巴梛 優秀賞  ２年  山田千暖 



   
優秀賞  ２年  小林莉央 優秀賞  ３年  田島莉春 優秀賞  ３年  川村茉穂 

   
優秀賞  ３年  堀内柊哉 優秀賞  ３年  内田有亮 優秀賞  ３年  江原優輝 

   
優秀賞  ３年  中沢絵美華 優秀賞  ３年  吉野源希 優秀賞  ３年  斎藤那波美 

   
優秀賞  ３年  斎藤茉波美 優秀賞  ４年  赤川琴音 優秀賞  ４年  藤澤風花 

   
優秀賞  ６年  上田耀 優秀賞  ６年  竹村薫 

 



   
入選  １年  松井杏理 入選  １年  小池俊輔 入選  １年  倉田望 

   
入選  １年  佐藤夢華 入選  ２年  秋山梨紗 入選  ２年  宮越美裕斗 

   
入選  ２年  石野陽香 入選  ２年  大島保乃加 入選  ２年  関川結衣 

   
入選  ３年  塚澤優人 入選  ３年  石﨑聖 入選  ３年  篠原孝太郎 

   
入選  ３年  金山桃子 入選  ３年  佐瀬桃菜 入選  ３年  中島紅愛 



   
入選  ３年  長谷川楽 入選  ３年  塚田真夕 入選  ３年  岩崎悠人 

   
入選  ４年  原和音 入選  ４年  水井美咲 入選  ４年  加藤想磨 

   
入選  ４年  田口花恋 入選  ５年  早部光亮 入選  ５年  発知采花 

 

 

 

入選  ５年  星野公佑 入選  ５年  星野海羽 入選  ６年  赤石咲彩 

   
入選  ６年  蘆川凪花 入選  ６年  橋詰岳 入選  ６年  小沼純麗 

 


